
  

令和４年度 愛護センター事業報告 

 

 

坂井市青少年愛護センター 

   〒９１９－０５２２  

    住 所 坂井市坂井町上新庄 28-5-3 

（坂井健康センター内２階）                                         

    電 話 （０７７６）－５０－３４００ 

 F A X （０７７６）－５０－３４０１ 

 

 

新型コロナウイルス対策も３年目となる中、依然として収束が見えないことから、令和４年

度においても、愛護センター主催の委嘱式や研修会等の事業は昨年と同様に「中止」または「縮

小」をした形での活動となりました。 

なお、ワクチン接種等で症状も軽くなり行動制限の規制も徐々に緩和されてきたことから、

各地の祭りやイベント等も徐々に再開してきてきたことをうけ、イベント時の休日特別補導を

実施するとともに、補導活動については、子どもたちの下校時間帯や集まりやすい公園などを

中心に従来どおりの内容で街頭補導を行ったところです。 

 

① 目的 

青少年の実態を把握し、その愛護の完ぺきを期するとともに健全な育成を促進し、

青少年の福祉の向上を図ります。 

 

② 業務内容 

1) 青少年の非行防止 

一般補導員及び専任補導員が坂井市内全域の巡回補導及び愛の一声運動を行い、青

少年非行の早期発見、防止に努めました。 

2) 環境浄化活動 

市内各所（量販店やビデオ店等）を巡回し、有害図書等の販売に関する調査及び指

導を行うとともに、市内に設置している白いポストにおいて有害図書等の回収廃棄を

行いました。 

  3) 相談業務 

小・中・高等学校の児童、生徒とその保護者及び教師等の悩み相談に応じました。 

  4) 青少年の健全育成の啓発活動 

委嘱補導員を対象とした研修会は、コロナの感染症対策を考慮し昨年と同様に中止

とし、補導員業務ガイドや補導活動にあたっての留意事項等を郵送することといたし

ました。また、内閣府が提唱する７月と１１月の強調月間に合わせ、街頭でのチラシ

配布やのぼり旗の設置を実施し、青少年健全育成の必要性を市民に啓発しました。 

5) 青少年の安全対策 

  専任補導員が、青色回転灯装着巡回車を活用し巡回補導を行うことにより、不審者 

発生の未然防止に資するとともに、子供たちに対して交通指導・危険な遊びに対し注

意を呼びかけるなど等、子どもの見守り活動を実施しました。 

6) 活動内容の情報発信 

市ホームページ等を通じ、青少年愛護センターの活動状況などを情報発信すること

により知名度の向上を行うとともに、青少年の非行防止等の啓発向上に努めました。 



  

 
〇 愛護センター補導員表彰式・委嘱式及び研修会 
   

＜研修会（兼表彰式、委嘱式）＞ 

        コロナ禍のため感染拡大防止対策により中止 
 

補導員委嘱（郵送により委嘱状交付と補導員業務ガイド等の配布）  
313名（一般 81名 学校関係[教諭・PTA]232名） 

 
表 彰 （７月に永年勤続表彰者宅を訪問して表彰） 

20年永年表彰 1名 
10年永年表彰 1名 

 

〇 非行防止街頭啓発活動  
 
内閣府が提唱する「青少年の非行・被害防止全国強調月間」（７月）、「子供・若者育成支援

強調月間」（11月）に合わせた啓発活動として、啓発のぼり旗の設置のほか量販店に来店す
る買物客に、チラシやティッシュ等を配布しながら、「地域における青少年の非行防止と被害
防止」の推進をＰＲしました。 

 
 啓発のぼり旗設置 
・ 日 時 7月 1日～31日及び 11月 1日～30日 
啓発のぼり旗を事務所のある坂井健康センター 
周辺や丸岡バスターミナル、えちぜん鉄道、ＪＲ 
の各駅に１か月間設置して、通勤通学客に対して 
青少年の非行防止をＰＲしました。 
  

量販店における啓発活動 
・ 日 時  7月 23日(土)  

  9:30～10:30（春江アルプラザアミ） 
 11:00～12:00（三国イーザ） 
 

・ 日 時  11月 12日(土) 
  9:30～10:30（坂井プラント２） 
 11:00～12:00（丸岡ピアゴ） 

 
 
     
○ 各中学校下児童生徒問題行動対策会議等の参加及び協力 
 
４月に、坂井地区児童生徒問題行動対策会議が開催され、センター職員も参加しあわら・坂井・

坂井西の各警察署から子どもたちの現状と課題が報告され情報を共有するとともに、学校との連携
を図りました。 
また、例年長期休みの前に学校主催で開催されている中学校区毎の生徒指導連携会議については、

愛護センターの専任補導員・カウセラーも出席し、それぞれの地域における問題点や取り組み状況
について情報の共有を行うとともに日頃の補導活動の参考としました。 

 
・ 坂井地区児童生徒問題行動対策会議  4 月 20 日  坂井市役所（坂井・あわら市全校） 

 

各学校区 

・ 春江中学校区生徒指導部会 7 月 1 日(中止)、11 月 29 日、2 月 24 日  春江東小学校 

・ 坂井中学校区生徒指導部会  7 月 1 日、12 月 9 日          大関小学校  

・ 三国中学校区生徒指導部会 6 月 28 日、11 月 24 日、2 月 28 日    三国北小学校 

・ 丸岡中学校区生徒指導部会 コロナ対策により資料の提供による情報の共有 

 



  

 
○ 愛護センター運営委員会 

 
愛護センターの公正かつ適切な運営を図るために、青少年健全育成に関係する各団体からの 

委員 20名で構成している委員会を２回開催しました。 
 
＜第１回＞  
日  時 7月 7日（木）19：00  
場  所 東十郷コミュニティセンター多目的ホール 
協議事項 ・運営委員委嘱状の交付 
     ・委員長、副委員長の選出 

      ・令和３年度事業報告 
・令和４年度事業計画 
・青少年の動向 
・その他 

 ＜第 2回＞ 
日  時 12月 2日（金）19：00 
場  所 東十郷コミュニティセンター多目的ホール 
協議事項 ・令和４年度上半期の活動状況 

・青少年の動向 
・令和５年度事業方針 
・その他 

 
 
○ その他の活動等 
 

5月 19日から 21日までの３日間において、北陸三大 

祭りである三国祭りが３年ぶりに本来の様相で開催され、

当センターも３日間の祭りを通して神社境内の詰所を中

心に、一般補導員や学校の先生方と伴に、三国神社境内

とその周辺の巡回補導を行いました。 

 

なお、行動制限も緩和される中で、社会経済活動も感染症対策を講じながら徐々に再開され

てきており、あわせて各地区の祭りや三国花火などのイベントも徐々に再開されたことから、

イベント時の休日特別補導も開催にあわせ実施いたしました。 

 

6 月の(公財)青少年育成福井県民会議の総会時において、活動に貢献された愛護センター補

導委員２名が会長表彰を受賞されました。また、10月にはハートピア春江において、青少年健

全育成福井県民大会が開催され、優良な青少年愛護センター補導員として、3 人の方が知事感

謝状を受賞されました。 

 

また、雪の影響を考慮し３月開催となった『はたち 

のつどい』が２部に分けてハートピア春江で開催され、 

センター職員も会場内の警備や誘導係として協力いた 

しましたが、心配されたトラブルの発生もなく、式典 

はスムーズに挙行されました。 



  

 

○ 坂井市青少年愛護センターの活動  

 

１） 令和４年度 不良行為少年補導状況 

 
行為別 

総  計 児童・生徒 一般少年 

計 男 女 男 女 男 女 

飲  酒 0 0 0 0 0 0 0 
喫  煙 0 0 0 0 0 0 0 
薬物乱用 0 0 0 0 0 0 0 
粗暴行為 0 0 0 0 0 0 0 
刃物等所持 0 0 0 0 0 0 0 
金品不正要求 0 0 0 0 0 0 0 
金品持出し 0 0 0 0 0 0 0 
性的いたずら 0 0 0 0 0 0 0 
暴走行為 0 0 0 0 0 0 0 
家  出 0 0 0 0 0 0 0 
無断外出 0 0 0 0 0 0 0 
深夜はいかい 0 0 0 0 0 0 0 
怠  学 0 0 0 0 0 0 0 
不健全的行為 0 0 0 0 0 0 0 
不良交友 0 0 0 0 0 0 0 
不健全娯楽 0 0 0 0 0 0 0 
その他 3,344 1,843 1,501 1,835 1,495 8 6 

他 

交通非行・バイク２人乗り 2 2 0 0 0 2 0 
自転車右側・2 人乗り・無灯火・携帯電話 22 13 9 11 9 2 0 
校則・ﾏﾅｰ注意 10 10 0 10 0 0 0 
帰宅指導 94 59 35 55 30 4 5 
愛の一声 3,216 1,759 1,457 1,759 1,456 0 1 

総   計 3,344 1,843 1,501 1,835 1,495 8 6 

 

２） 令和４年度 少年等相談状況 

 
総 

 

計 

電 話 相 談 面 接 相 談 
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般 

計 

学 業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

進 路 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

職 業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

性格・行動 4 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 4 

交 友 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

異 性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

健康・体 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

登校拒否 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

怠 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

非行・ぐ犯 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

家 出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

家庭問題 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

人生問題 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 

いじめ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

その他 91 0 0 0 0 27 12 34 73 3 0 1 1 2 0 11 18 

総 計 96 0 0 0 0 27 12 34 73 7 0 1 1 2 0 12 23 

 



  

３） 愛護センターの見守り活動 

市内全域を連日、青少年愛護センター専任補導員が、 

青色回転灯とパトロール中マグネットシートを装着しな 

がら「愛の一声」運動を実施、また、委嘱補導員による 

街頭補導活動により、青少年の非行兆候の早期発見と非 

行防止に努めました。 

なお、時差出勤を活用して、登下校時間に併せ、早朝 

（7：00～）や夜間（～19：30）の巡回補導パトロール 

も行いました。併せて不審者対策や交通安全等の見守り 

活動も行いました。                      早朝街頭補導活動 

 

４） 不審者対策子どもの安全確保啓発活動 

防犯標語となる「いかのおすし」のステッカーを巡回補導パトロール車に貼り付け、また、 

子どもたちに周知・発信することで、不審者から身を守るための対策や、危険察知方法を確 

認するなど、安全確保の啓発活動に努めました。 

  令和４年度 不審者情報件数 １１件 

 

５）社会環境浄化活動                  

  書店やビデオ店など有害図書を販売する取扱い店へ直接訪問し 

調査するとともに、状況によっては指導注意するなどして改善を 

図るよう促すとともに、「白いポスト」（R5.3 月現在 6 箇所）を 

設置し、青少年に悪影響を及ぼす図書やビデオ等の回収、廃棄を 

行い青少年の社会環境の浄化活動に取り組みました。 

また、携帯電話端末（スマートフォン等）の普及により SNS を 

通じての犯罪被害が増えてていることから、携帯電話事業者に対し、 

青少年が使用するスマートフォンを購入する際にフィルタリングの 

設定の説明をお願いしました。 

     白いポスト                                                    

 令和４年度  有害図書等の回収状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）                            取扱店への訪問調査 

Ｒ３総計 １７２件、Ｒ２総計 ３２１件 

回収月 総 計 

回収物 

雑誌 

 (冊) 

ビデオ 

 （本） 

DVD/BD 

 （枚） 

その他 

６月 ２３４ ９５ １７  １２２ ０ 

９月 ３９  １２  ０ ２７ ０ 

１２月 ５４  １７ ２  ３７ ０ 

 ３月 １３２ １９ １１ １０２  ０ 

総 計 ４５９ １４３ ２８ ２８８ ０ 


